
G

C

G

C

®

DNA はアデニン（A）、チミン（T）、グアニン（G）、
シトシン（C）の 4 つの分子（塩基）が向かい合わせに
並んでおり、A の向かいには必ず T、Gの向かいに
は必ずCが配列される相補的な配列となって、お互
いに引き合ってくっつき二重らせん構造（二本鎖）を
形成する。

蛍光標識したシトシン（C）を末端に持つ DNA プローブが、標的遺伝子に結
合したとき、標的遺伝子中のグアニン（G）と相互作用し、蛍光が消光する。
この蛍光の減少を測定することで標的遺伝子を簡単に検出することができる。

A A A T T T G G G C C C

T T T A A A C C C G G G 

A A A T T T G G G C C C

T T T A A A C C C G G G 
補助的な配列の場合、互いに結合する

一本鎖
DNA

DNA二重らせんを
形成させる

主な特許： 日本特許 第3437816
 米国特許 No.6,492,121
 欧州特許 （公開番号）EP1046717A

Gにより消光

プローブのみ 相補的配列添加

消光 塩基対

アデニン チミン

グアニン シトシン

出典：U.S. National Library of Medicine改変

※1　DNAプローブ：プローブとは調べるという意味で、測定対象のDNAに結合しやすい配列を持つ一本鎖のDNAのこと。

DNAサンプルと試薬を混合する様子
混合作業は1工程のみでシステムの低コスト化や自動化が容易。
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図1　DNAの二重らせん構造と相補的な配列図2　QP法の原理

開
発
の
原
点
は

生
物
処
理
シ
ス
テ
ム
の
能
力
向
上

現
在
、
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
微
生
物

が
含
ま
れ
た
汚
水
に
空
気
を
吹
き
込
み
、
好
気

微
生
物
群
な
ど
の
活
動
に
よ
り
、
排
水
中
に
存

在
す
る
有
機
物
を
酸
化
分
解
・
凝
集
・
吸
着
・

沈
殿
分
離
す
る「
生
物
処
理
シ
ス
テ
ム
」が
最
も

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
生
物
処
理
シ
ス
テ
ム

は
開
発
さ
れ
て
か
ら
１
２
０
年
以
上
経
過
し
て

い
る
が
、
水
を
浄
化
す
る
機
能
を
担
う
好
気
微

生
物
群
な
ど
に
、
ど
の
よ
う
な
種
類
が
、
ど
の

程
度
存
在
し
て
い
る
の
か
と
い
う
質
的
・
量
的

な
情
報
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
領
域
が
あ
る
。

排
水
処
理
の
総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社

で
あ
る
日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
微

生
物
の
質
的
・
量
的
な
情
報
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
技
術
と
し
て
遺
伝
子
解
析
技
術
に
着
目
し
、

１
９
９
７
年
に
調
査
を
開
始
し
た
。Ｊ‒

Ｂ
ｉｏ
21

の
蔵
田
信
也
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
微
生
物
の
質
的
・
量
的
な
情
報
を
、
正
確
・

簡
便
・
迅
速
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
微

生
物
の
働
き
を
最
適
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
生
物
処
理
シ
ス
テ
ム
全
体
の
能
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
生

物
処
理
シ
ス
テ
ム
内
に
は
数
千
種
類
の
微
生
物

が
存
在
し
、
大
き
さ
や
形
だ
け
で
種
を
識
別
す

る
こ
と
は
実
質
的
に
不
可
能
で
す
。
そ
こ
で
Ｄ

Ｎ
Ａ
に
着
目
し
ま
し
た
。
標
的
の
微
生
物
だ
け

が
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
を
追
跡
す
れ
ば
、

膨
大
な
種
類
の
微
生
物
が
存
在
し
て
も
標
的
の

微
生
物
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
た
の
で
す
」

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
特
性
を
利
用
し
た

新
し
い
解
析
技
術
を
共
同
開
発

日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
１
９
９
７

か
ら
２
０
０
１
年
の
5
年
間
、（
独
）新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）は
、

生
物
処
理
シ
ス
テ
ム
を
主
力
商
品
と
す
る
排

水
処
理
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
同
社
は
、

生
物
処
理
シ
ス
テ
ム
の
高
機
能
化
に
役
立
つ

微
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
を
確
立
す
る
た

め
、
新
し
い
遺
伝
子
解
析
技
術
の
研
究
開
発

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
遺
伝
子
解
析
技

術
を
活
用
し
、
子
会
社
の（
株
）Ｊ‒

Ｂ
ｉ
ｏ
21

が
医
療
診
断
を
は
じ
め
幅
広
い
分
野
で
事
業

展
開
し
て
い
る
。
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
基
盤

を
支
え
る
遺
伝
子
解
析
技
術
の
開
発
の
軌
跡

と
事
業
展
望
を
紹
介
す
る
。

水処理から医療診断まで
日本発の遺伝子解析技術が支える

日鉄環境エンジニアリング（株）
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・医療検査機関
・病院

医療診断

遺伝子検査薬

医療診断薬メーカー
東洋紡績（株）、アークレイ（株） 等

技術提供

予知診断

（株）ヒメナ・アンド・カンパニー  等

受託解析
・肥満関連遺伝子検査
・アルコール代謝能遺伝子検査  等

一般消費者

食　　品

受託解析
・食品原料の品種の特定
・発酵食品中の構成微生物の特定　等　

・食品メーカー ・食品流通業者　等　

環　　境

受託解析
・環境試料中の構成微生物の推定
・環境を浄化する微生物の定量   等

・土壌浄化請負企業
・水処理企業　等　

農　　業

受託解析
・植物病害（ジャガイモそうか病）
  発病リスク診断

主にジャガイモ農家

研　　究

研究試薬
メーカープローブ

受託解析
遺伝子解析用キット

・民間企業研究機関
・大学
・国公立研究機関

（株）J-Bio21の遺伝子解析技術

日鉄環境エンジニアリング（株）

畜　　産

受託解析
・牛・豚霜降り肉生産能力の診断
・鶏・豚インフルエンザ抵抗性の診断 等　

畜産関連企業・農家

プレスクライブ・ゲノミックス（株）

技術提供

すでに展開中

現在検討中

提供商品・サービス

関連企業

最終ユーザー

（株）J-Bio 21　取締役技術部長
蔵田 信也

※2　産総研技術移転ベンチャー：（独）産業技術総合研究所の研究成果を活用した事業を行う企業。知的財産権に関するライセンス料の減免措置、産総研施設の安価利用などの優遇措置を
享受することによって、少ないリスクで事業の可能性を見極めることができる。
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図3  （株）J-Bio 21の遺伝子解析技術をベースとした事業展開

の「
複
合
生
物
系
等
生
物
資
源
利
用
技
術
開
発
」

事
業
に
参
画
し
た
。
同
事
業
は
排
水
・
廃
棄

物
処
理
な
ど
を
含
め
、
複
数
種
の
微
生
物
に
よ

り
構
成
さ
れ
た
微
生
物
集
団（
複
合
微
生
物
系
）

が
持
つ
高
度
な
機
能
を
利
用
す
る
た
め
の
技
術

開
発
を
目
標
に
行
わ
れ
た
。
微
生
物
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
目
的
と
し
た
遺
伝
子
解
析
技
術
は
、
同

事
業
に
お
け
る
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は

（
独
）産
業
技
術
総
合
研
究
所（
産
総
研
）と
共

同
で
、
新
し
い
遺
伝
子
解
析
技
術「
Ｑ
Ｐ
法
」

（Q
uenching Probe

）を
開
発
し
た
。

「
Ｑ
Ｐ
法
は
生
命
の
設
計
図
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

特
性
を
利
用
し
た
新
し
い
遺
伝
子
解
析
技
術
で

す（
図
1
）。
蛍
光
標
識
し
た
シ
ト
シ
ン（
Ｃ
）を

末
端
に
持
つ
Ｄ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ー
ブ（
※
1
）が
、
標
的

遺
伝
子
の
塩
基
配
列
中
の
グ
ア
ニ
ン（
Ｇ
）と
ペ

ア
に
な
っ
た
と
き
、
分
子
間
の
相
互
作
用
に
よ

り
最
も
著
し
く
蛍
光
が
消
え
る
現
象（
蛍
光
消

光
現
象
）（
図
2
）を
見
出
し
た
こ
と
で
、
標
的
遺

伝
子
の
効
率
的
な
検
出
・
定
量
を
可
能
に
し
ま

し
た
」（
蔵
田
）。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
や

感
染
症
診
断
を
促
進

日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
開

発
し
た
遺
伝
子
解
析
技
術
が
微
生
物
以
外
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
を
詳
細
に
把
握
す
る
た

め
の
基
盤
技
術
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
２
０
０
４
年
12
月
に
産
総
研
技
術
移
転
ベ

ン
チ
ャ
ー（
※
2
）と
し
て
Ｊ‒

Ｂ
ｉ
ｏ
21
を
設
立
、

２
０
１
０
年
3
月
に
は
完
全
子
会
社
化
し
た
。

Ｊ‒

Ｂ
ｉ
ｏ
21
は
医
療
診
断
・
予
知
診
断
・

研
究
・
食
品
・
環
境
・
農
業
・
畜
産
の
7
分
野
で
、

プ
ロ
ー
ブ
・
受
託
分
析
・
遺
伝
子
分
析
用
キ
ッ

ト
・
技
術
提
供
の
4
商
品
を
軸
に
事
業
展
開

し
て
い
る（
図
3
）。
そ
の
中
で
も
医
療
診
断

で
Ｑ
Ｐ
法
の
技
術
的
優
位
性
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。

２
０
０
３
年
に
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
全
塩
基
配
列

が
解
明
さ
れ
る
と
、
疾
患
に
関
連
す
る
遺
伝
子

が
次
々
に
明
ら
か
に
な
り
、
薬
剤
感
受
性
や
生

活
習
慣
病
な
ど
の
体
質
診
断
や
感
染
症
診
断
の

た
め
の
新
た
な
遺
伝
子
検
査
製
品
の
開
発
が
加

速
し
て
い
く
一
方
、
遺
伝
子
解
析
技
術
の
ほ
と

ん
ど
が
海
外
技
術
で
高
額
な
特
許
使
用
料
や
使

用
条
件
の
制
限
な
ど
に
よ
っ
て
、
日
本
で
は
事

業
目
的
に
利
用
し
に
く
い
と
い
う
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
国
産
技
術
の
確
立
が
切
望
さ
れ
る
中
、

Ｑ
Ｐ
法
は
日
本
・
米
国
・
欧
州
で
特
許
を
取
得
し
、

Ｊ‒

Ｂ
ｉ
ｏ
21
が
実
施
権
を
持
ち
実
用
化
を
進

め
る
日
本
発
の
遺
伝
子
解
析
技
術
で
、
す
で
に

4
社
に
技
術
提
供
す
る
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

Ｑ
Ｐ
法
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ‒

Ｂ
ｉｏ
21
の
遺

伝
子
解
析
技
術
は
、
遺
伝
情
報
に
基
づ
き
個
人

に
最
適
な
治
療
方
法
を
計
画
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
医
療
や
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
肝
炎
な
ど
早
期
診
断

が
要
求
さ
れ
る
感
染
症
診
断
で
の
需
要
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
国
内
の
医
療
診
断
市
場
は
２
５
０
億
円
規

模
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
当
社
は
5
年
後
、

技
術
提
供
に
よ
る
売
上
3
倍
増
を
見
込
ん
で
い

ま
す
」（
蔵
田
）。

日
鉄
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
Ｊ‒

Ｂ
ｉｏ
21

で
遺
伝
子
解
析
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
で
遺
伝
子
解
析
技
術
を

幅
広
く
活
用
し
て
い
く
。
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